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12
月
議
会
の
主
な
内
容
は
、
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
及
び
下
水
道
事
業

が
市
立
病
院
や
水
道
事
業
の
よ
う
に
地

方
公
営
企
業
法
が
全
部
適
用
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
職
員
の
経
営
意
識

向
上
や
コ
ス
ト
意
識
改
善
計
画
の
作
成

な
ど
導
入
が
容
易
に
な
り
独
立
し
た
企

業
体
に
な
り
ま
す
。
一
般
質
問
や
各
常

任
委
員
会
で
問
題
点
と
さ
れ
た
の
が
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
で
、

公
募
の
あ
り
方
、
受
付
期
間
の
問
題
、

施
設
の
管
理
の
や
り
方
な
ど
の
説
明
不

足
や
指
定
管
理
者
の
選
定
審
査
会
の
あ

り
方
な
ど
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
る
結

果
と
な
り
、
今
後
は
制
度
本
来
の
趣
旨

に
沿
っ
て
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
大

村
市
議
会
よ
り
決
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
次
の
機
会
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
ま
た
、
多
く
の
皆
様
方
の

応
募
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
の
施
設

の
管
理
運
営
を
民
間
で
や
っ
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
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さ
る
平
成
18
年
１
月
８
日
未
明
、
大

村
市
内
の
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

発
生
し
た
火
災
は
、
死
者
７
名
、
負
傷

者
２
名
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。

市
議
会
と
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
負
傷
さ
れ
た
方
々
の
一
日

も
早
い
回
復
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
平
成
12
年
度

の
介
護
保
険
制
度
導
入
を
契
機
に
、
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
め
た
老
人

福
祉
施
設
の
数
は
全
国
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
特
に
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
急
増
し
て
い
る
。

福
祉
施
設
の
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、

消
防
法
及
び
関
係
法
令
に
よ
る
設
置
基

準
に
基
づ
き
そ
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
大
惨

事
が
発
生
し
た
延
べ
面
積
３
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
と
い
う
小
規
模
な
福
祉

施
設
に
お
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
火

災
報
知
設
備
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
な
い
な
ど
、
多
く
の
高
齢
者
等

の
災
害
弱
者
が
利
用
す
る
福
祉
施
設
と

し
て
は
十
分
な
火
災
予
防
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
施
設
が
多

数
存
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
が
、
今
回
の
大
惨

事
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
悲

惨
な
事
故
を
決
し
て
再
び
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
今
回

の
大
惨
事
及
び
福
祉
施
設
に
お
け
る
現

状
を
踏
ま
え
、
施
設
利
用
者
の
実
情
に

応
じ
た
火
災
予
防
対
策
を
始
め
と
す
る

施
設
の
安
全
確
保
策
を
再
検
討
し
、
消

防
法
そ
の
他
関
係
法
令
等
の
必
要
な
改

正
を
含
め
、
特
に
下
記
の
事
項
に
つ
い

て
は
、
福
祉
施
設
の
安
全
確
保
策
に
万

全
を
期
す
観
点
か
ら
早
急
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

１．

小
規
模
福
祉
施
設
に
つ
い
て
も
、

施
設
利
用
者
の
実
情
に
応
じ
、
火
災

報
知
器
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
必
要

な
消
防
用
設
備
の
設
置
及
び
消
防
水

利
の
確
保
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

２．

小
規
模
福
祉
施
設
に
お
け
る
当
直

職
員
の
数
を
複
数
に
す
る
な
ど
、
職

員
の
配
置
基
準
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
。

３．

安
全
確
保
対
策
の
見
直
し
に
伴
う

施
設
設
置
者
の
経
費
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
国
に
お
い
て
必
要
な
財

政
支
援
を
行
う
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
18
年
１
月
17
日

大
村
市
議
会

【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

財
務
大
臣

１
月
臨
時
会

今
臨
時
会
は
、
大
惨
事
と
な
っ
た

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
の
悲

惨
な
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
議
員
自
ら
が
発
議
し
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
１
件
を
可

決
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
政
府
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

小
規
模
福
祉
施
設
の
安
全
確
保
対
策

を
求
め
る
意
見
書

意

見

書

（
提
案
理
由
）

今
回
の
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

火
災
は
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
大

惨
事
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た

め
、
小
規
模
福
祉
施
設
の
十
分
な
火

災
予
防
等
の
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
必
要
な
法
令
等
の
改
正
も

含
め
、
早
急
な
安
全
対
策
の
見
直
し

を
行
わ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提
出
す

る
。




